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酪農経営における搾乳ロボット導入形態と導入が可能となる乳量水準
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各搾乳方式の前提条件

じた場合 処分損が発生する

搾乳ロボットを用いた自動搾乳システムは,酪農経営者
の搾乳労働軽減のために開発され,実用化の段階を迎えた。
現在,全国的には酪農家への普及が少しずつ始まっており,
本県においても酪農家の本システムヘの興味は高まってい
る。一方で,搾乳ロボットの価格はミルキングパーラーと
比較して高価であり,そのコストや導入条件を早急に解明
することが求められている。
岩手県畜産研究所においても,平成 9年度 (1997年)に
搾乳ロボットは導入され,実用性について検討が行われて
きた 2`ヽ その 3年間のデータをもとに,本県における搾
乳ロボットを採用した酪農経営のモデルを作成し,導入条
件を検討した。

2調 査 方 法
当県畜産研究所実績及び現地調査より搾乳ロボットを利
用した酪農経営の特徴を整理した。
搾乳ロボットフリーストール方式とミルキングパーラー

フリーストール方式,パイプラインつなぎ飼い方式による
経営モデルを作成した。搾乳ロボットを導入する経営につ
いては,搾乳ロボット単独方式と搾乳ロボット+従来搾乳
方式についてそれぞれモデルを作成した (表 1)。
なお,搾乳ロボット+従来搾乳方式における従来搾乳部
門については,パイプラインによって搾乳を行うこととし,
飼養頭数は,自給飼料生産も含む労働時間が増加しないこ
と,並びに搾乳ロボット部門の牛群 (経産牛72頭)か ら生
じる不適合牛 (約10%)を受け入れられる事を条件に算出
し,経産牛12頭 (搾乳牛10頭)と した。

3 調査結果及び考察
a)搾乳ロボットを利用した酪農経営の特徴
利点としては,①搾乳時間の省力化,②多回搾乳による
乳量の増加とそれに伴う乳代収入の増加,③搾乳の軽作業
化,④搾乳作業に関わる時間帯を自由に選択できる,⑤搾
乳施設 (パーラー)のための敷地面積が軽減できる等が挙
げられる。
欠点としては,①ロボット自体の価格が高価であること,
②ロボット1台が24時間の稼働で概ね60頭を搾乳するため,
ロボット1台でその頭数を超えての搾乳が困難であること,
③乳頭の配置や乳房の形状によリロボット搾乳不適合牛が

生じること等が挙げられる。

表2 搾乳ロボットを利用した搾乳方式と,それぞれの特徴
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0)搾乳ロボットの導入形態とそれぞれの特徴
導入後の搾乳方式については,搾乳ロボット単独方式と,
搾乳ロボット+従来搾乳方式に区分した (表 2)。 搾乳ロ
ボット単独方式は,搾乳ロボットのみによって搾乳作業を
行う方式であり,労働時間の短縮という大きなメリットが
ある。一方で,乳頭の配置などによリロボットによる搾乳
ができない牛が生じることにより処分損が生じることや ,
増頭する場合は倍増することとなるため,経営が硬直的と
なるなど,搾乳ロボットのもつ欠点が直に現れ,不利な面
もあると考えられる。

搾乳ロボット+従来搾乳方式は,搾乳ロボットによる搾
乳を行う牛群に加え,パイプラインやミルキングパーラー
による従来の搾乳方式による牛群を持つ方式である。労働
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生産性は搾乳ロボット単独方式より低下するが,ロ ボット

による搾乳不適合牛を処分せずに搾乳することにより損失

を減少させることと,頭数の増加により所得を向上させる
ことが可能であり,搾乳ロボットを利用した酪農経営の欠
点を補うことができる。労働時間の削減を目的とせず,規
模拡大を目的として搾乳ロボットを導入する場合において

も,こ の方式が導入されると考えられる。

6)現地での導入形態
L社製搾乳ロボットを導入している酪農家の導入形態を

整理した。3)導入形態が明らかになっている戸数は19戸
である。うち,搾乳ロボットを単独で導入している経営は

9戸 (う ち法人経営 2戸),従来搾乳方式をプラスして導
入している経営は10戸 (う ち法人経営 3戸)であった。
従来搾乳方式をプラスして導入している経営体に対する

現地調査では,「 ロボットによる搾乳を効率的に行うため

には,ロ ボットに適した牛を強く選抜することが必要であ

り,その選抜から漏れた搾乳牛の受け皿としての従来搾乳

部Flは ,大変重要である。Jと指摘する事例も見られ,従
来搾乳部門の重要性が再認識された。

に)年間経費と労働時間
フリーストール牛舎を新設し,搾乳ロボット及びミルキ
ングパーラーを導入した場合の減価償却費や修繕費につい

て,当センター実績に基づいて試算した。投資総額では,
搾乳舎が不要となるが,搾乳ロボット導入による投資額は

ミルキングパーラー導入による投資額を1,555万円上回り,

年間費用は,搾乳ロボット方式が360万 円程度 ミルキング
パーラー方式を上回った。
ロボット単独方式の搾乳に関わる 1日 当りの労働時間は

80分であり,パーラー方式の18%と なる。また飼養管理時

間及び総労働時間は,パーラー方式の41%及び52%となる。
6)農業所得水準
経産牛 1頭当りの乳量を8,000kg,乳価を80円 とした場

合の本モデルにおける所得率は,搾乳ロボット単独方式 11

%,ロ ボット搾乳+従来搾乳方式12%,ミ ルキングパーラー

方式19%,パイプライン方式18%であつた。
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「 瓦謬労吉:皇
が生じた。前者の低い所得はロボットの償却費とメンテナ

ンス費用に影響された。
ロボット導入前の乳量水準と導入後の乳量増加率を組み

合わせて農業所得額を算出した。乳価は80円 とし,乳量は

7,500kgか ら9,000kgま で 4段階に,増加率は0%. 5%,
10%及び15%の 4段階にそれぞれ設定した。各組み合わせ

の比較対照として,搾乳ロボットと同頭数規模のパーラー

方式及び30頭規模のパイプラインつなぎ飼養の所得をそれ

表3 乳量増加割合別農業所得

ぞれ算出した (表 3)。
パーラー方式と比較した場合,ロ ボット単独方式の所得

がパーラー方式のそれを上回るためには,全ての乳量水準
で15%の乳量向上が必要となる。
一方,従来搾乳をプラスする方式において,パーラー方

式と同額の所得を得るためには,同方式より10%(乳量
8,500電以上では5%)の乳量向上がそれぞれ必要となる。
16)ロ ボット投資に係る借入金の償還と乳量水準

搾乳ロボット関連施設への投資を全額借入れした場合に,

償還が可能となる乳量を試算した。搾乳ロボット及び畜舎

等一式の投資総額は62,342,000円 ,スーパーL資金を利用
した借入金の年利を14%,償還年数を15年 とした。償還
財源は「所得―家計費+ロ ボット・ 牛舎減価償却費」とし

て算出し,家計費は8011万円とした。
この条件での,年間僚還額は5,075,524円 となり,同額の

償還財源を得るためには,乳価を80円 とした場合, ロボッ

ト単独方式では経産牛 1頭あたり8,480kg,従来搾乳をプ

ラスする方式では8,010kgの乳量が必要となる。 76円から

84円までの 9段階の乳価と7,500kgか ら9,000kgま での 4段

階の乳量水準を組み合わせた償還後の余剰額を表 4に示し

た。なお,同様にミルキングパーラー方式で償還財源を確

保できる乳量を試算すると,経産牛 1頭当り7,830kgと な
る (表 4)。

4 ま  と  め

大幅な労働時間の減少をもたらす搾乳ロボットではある

が,その導入には,一定の乳量の向上が必要であり,確実
に乳量の向上が期待できる飼養管理技術の確立が必要であ

る。
またどの乳量レベルでどの程度乳量向上が期待できるの

かを明らかにする研究も必要であると思われる。
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